
い
た
委
員
た
ち
は
驚
い
た
。
ど
の
報
告

も
、
課
題
を
明
確
に
し
、
そ
れ
に
ツ
ー

ル
を
当
て
は
め
て
解
決
す
る
ア
プ
リ
の

開
発
ま
で
着
手
し
て
い
た
の
だ
。

　

人
事
課
の
Ｔ
氏
に
よ
る
発
表
は
、
紙

申
請
業
務
か
ら
Ｒ
Ｐ
Ａ
業
務
へ
の
転
換

事
例
を
扱
う
も
の
だ
っ
た
。
庁
内
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
や
事
務
作
業
が
多
く
、
本

来
、
時
間
を
傾
注
す
べ
き
採
用
イ
ベ
ン

ト
企
画
や
広
報
活
動
の
分
析
な
ど
戦
略

的
な
仕
事
の
時
間
が
と
り
に
く
か
っ
た
。

　

業
務
の
中
に
、
職
員
証
再
交
付
や
テ

レ
ワ
ー
ク
申
請
等
の
申
請
処
理
業
務
が

あ
っ
た
。
紙
の
申
請
書
類
を
種
類
別
に

分
類
し
、
担
当
者
に
振
り
分
け
た
上
で

処
理
す
る
が
、
申
請
書
類
の
書
き
方
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
の
電
話
対
応
が
多
か

っ
た
。
押
印
廃
止
後
の
扱
い
を
ど
う
す

る
か
。Excel

形
式
フ
ァ
イ
ル
で
の
申

請
も
検
討
さ
れ
た
が
、
問
い
合
わ
せ
対

応
の
手
間
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
予
想

さ
れ
た
の
で
電
子
申
請
と
し
た
。
各
申

請
フ
ォ
ー
ム
に
事
務
フ
ロ
ー
の
説
明
文

を
記
載
で
き
、
申
請
者
の
疑
問
も
少
な

く
な
っ
て
、
問
い
合
わ
せ
数
の
減
少
が

期
待
で
き
た
。

　

た
だ
、
常
時
受
け
付
け
る
申
請
の
種

類
が
多
数
に
上
り
、
人
事
課
内
の
担
当

者
も
異
な
る
た
め
、
毎
日
、
異
な
る
Ｉ

Ｄ
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

12
月
初
旬
に
開
催
さ
れ
た
金
沢
市
の

第
８
回
Ｄ
Ｘ
会
議
。
市
長
を
含
め
た
市

の
職
員
５
人
と
外
部
の
委
員
５
人
が
参

加
し
て
毎
月
開
催
さ
れ
る
こ
の
会
議

は
、
市
に
お
け
る
取
り
組
み
の
紹
介
の

の
ち
、
委
員
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
た

り
、
委
員
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
が
行
わ
れ
、

そ
れ
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し

た
り
す
る
も
の
だ
（
市
長
が
本
部
長
、

各
局
長
が
メ
ン
バ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
戦
略

推
進
本
部
（
毎
月
開
催
）
へ
の
提
案
や

リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
課
題

解
決
発
表

助
言
の
機
能
も
持
つ
）。
し
か
し
、
第

８
回
は
、
デ
ジ
タ
ル
行
政
推
進
リ
ー
ダ

ー
に
よ
る
成
果
報
告
会
だ
っ
た
。

　

本
連
載
第
７
回
で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
金
沢
市
で
は
約
２
０
０
０
人
の
一

般
職
員
全
員
を
対
象
と
し
た
研
修
（
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
等
）
を
始
め
る
と
と
も
に
、

デ
ジ
タ
ル
行
政
推
進
リ
ー
ダ
ー
を
５
年

間
か
け
て
１
０
０
人
育
成
す
る
予
定

だ
。
今
年
度
20
人
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
が

21
年
５
月
か
ら
11
月
の
間
２
０
０
時
間

（
対
面
形
式
50
時
間
。
残
り
は
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
・
自
主
学
習
・
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
）
行
わ
れ
た
。
①
心
構
え
（
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
）・
基
礎
知
識
の
習
得
↓

②
演
習
（
専
門
ツ
ー
ル
の
技
術
習
得
）

↓
③
業
務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
↓
④
次

年
度
政
策
提
案
、
で
構
成
さ
れ
、
③
及

び
④
の
提
案
が
第
８
回
Ｄ
Ｘ
会
議
で
報

告
さ
れ
た
。

20
人
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
業
務
改
善
提
案

が
、
ま
た
、
５
チ
ー
ム
か
ら
業
務
改
善

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
が
提
出
さ
れ
て
い

た
が
、
時
間
の
関
係
上
、
個
人
２
人
と

２
チ
ー
ム
が
Ｄ
Ｘ
会
議
で
報
告
し
た
。

　

調
べ
学
習
の
報
告
程
度
を
予
想
し
て

研
修
で
の
飛
躍
的
な
成
長

第10回

短
期
間
で
の
人
材
育
成

〜
金
沢
市
の
取
り
組
み
④

いなつぐ・ひろあき
京都大学博士（法学）。
大阪市職員、大阪市立大
学法学部長などを経て
2007年から現職。専門は
行政学、公共経営論。著書
に『シビックテック』『地方
自治入門』、訳書に『政府
経営論』『未来政府』『なぜ
政府は動けないのか』ほか
多数。金沢市DX会議委員
等を務める。

稲継裕昭稲継裕昭
早稲田大学
政治経済学術院教授

自治体
ガバナンス

と
連載
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要
な
視
点
で
あ
る
（
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ

ン
思
考
）。
そ
の
上
で
、
①
ペ
ル
ソ
ナ

を
設
定
（
ど
の
よ
う
な
人
物
像
を
対
象

と
す
る
の
か
を
設
定
）
し
、
②
ジ
ャ
ー

ニ
ー
マ
ッ
プ
を
作
成
（
利
用
者
の
行
動

や
思
考
・
感
情
を
可
視
化
）
し
た
の

ち
、
③
関
係
各
所
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
う
。
そ
の
上
で
、
④
課
題
解
決
ア
イ

デ
ア
を
検
討
し
、
⑤
全
体
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
検
討
し
て
、
⑥
そ
の
一
部
を

実
装
す
る
こ
と
と
し
た
。

「
セ
ー
フ
テ
ィ
通
学
路
マ
ッ
プ
」
の
報

告
は
子
ど
も
の
登
下
校
時
に
お
け
る
交

通
事
故
が
増
え
て
い
る
現
状
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
解
決
策
が
あ
る
の
か
を
考

え
る
も
の
だ
っ
た
。
通
勤
通
学
時
間
帯

に
お
け
る
通
学
路
で
の
事
故
が
多
発
し

て
い
る
。
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
地

域
の
交
通
情
報
を
多
く
も
っ
て
い
る
が

そ
れ
を
生
か
す
機
会
が
な
い
、
警
察
が

持
っ
て
い
る
デ
ー
タ
が
う
ま
く
生
か
さ

れ
て
い
な
い
、
低
学
年
の
児
童
が
危
険

性
を
認
識
し
な
い
等
、
多
く
の
課
題
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
子
ど
も
を
持
つ
親
や

県
警
等
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
上

で
、
次
の
よ
う
な
解
決
策
を
提
案
し
た
。

　

警
察
庁
の
交
通
事
故
デ
ー
タ
、
横
断

歩
道
・
信
号
機
位
置
デ
ー
タ
、
小
学
校

通
学
区
域
デ
ー
タ
と
い
っ
た
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
と
、
県
警
か
ら
提
供
が
あ
っ
た

交
通
事
故
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
上
に
一

元
化
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
や
地
域

の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
口
コ

ミ
で
危
険
区
域
を
投
稿
し
た
デ
ー
タ
を

学
校
で
点
検
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、
セ

ー
フ
テ
ィ
通
学
路
マ
ッ
プ
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
作
り
あ
げ
る
。
市
や
警
察
で
デ
ー

タ
を
分
析
・
二
次
利
用
す
る
こ
と
に
供

し
た
り
、
集
約
し
た
デ
ー
タ
を
見
え
る

化
し
た
り
し
て
保
護
者
に
提
供
す
る
。

　

シ
ス
テ
ム
の
デ
モ
も
紹
介
さ
れ
た
が
、

Pow
er
BI

やPow
er
A
pps

な
ど
の

ツ
ー
ル
を
駆
使
し
た
立
派
な
も
の
が
で

き
て
い
た
。
今
後
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
通

学
路
マ
ッ
プ
を
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
化

し
親
子
で
歩
き
な
が
ら
危
険
個
所
を
確

認
す
る
こ
と
で
、
年
少
の
児
童
に
も
危

険
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え

て
い
く
と
い
う（
図
２
）。

　

レ
ベ
ル
の
高
い
シ
ス
テ
ム
を
職
員
だ

け
で
構
築
し
、
実
用
可
能
な
も
の
に
ま

で
仕
上
が
っ
て
い
る
。
全
国
の
自
治
体

へ
も
広
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
な
も
の

だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

研
修
が
始
ま
っ
て
半
年
で
20
人
の
デ

ジ
タ
ル
人
材
が
育
成
で
き
て
い
る
。
報

告
会
後
、
何
人
か
の
研
修
員
と
話
を
し

た
が
、
み
な
、
生
き
生
き
と
「
研
修
は

と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
一
様
に
言
っ

て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

Ｐ
Ａ
も
未
経
験
だ
っ
た
と
い
う
。
半
年

の
研
修
で
こ
こ
ま
で
可
能
に
な
っ
た
と

知
り
、
委
員
み
な
感
嘆
の
た
め
息
を
漏

ら
し
て
い
た
。

　

業
務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
五
つ

の
チ
ー
ム
（
各
４
人
）
が
課
題
解
決
に

取
り
組
む
も
の
だ
。
図
１
の
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
基
づ
い
て
進
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
何
よ
り
、
利
用

者
目
線
で
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
が
重

業
務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
各
申
請
を
そ
れ
ぞ
れ
、
毎

朝
６
時
半
に
自
動
処
理
を
行
う
Ｒ
Ｐ
Ａ

シ
ナ
リ
オ
（U

iPath

）
を
作
成
し
た
。

出
勤
時
に
は
当
日
朝
ま
で
の
申
請
書
類

は
す
べ
て
分
類
さ
れ
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

さ
れ
保
存
用
フ
ォ
ル
ダ
へ
移
動
さ
れ
て

い
る
状
態
に
な
る
。
こ
の
電
子
申
請
サ

ー
ビ
ス
の
自
動
集
計
処
理
は
、
他
課
の

業
務
へ
も
横
展
開
が
可
能
だ
。

　

実
は
Ｔ
氏
は
、
人
事
課
に
来
る
前
は

Excel

す
ら
扱
っ
た
こ
と
が
な
く
、
Ｒ

連
載
自治体
ガバナンス

と

図１　業務改善プロジェクトの流れ

図２　通学路マッププロジェクト

①保護者や見守りボランティアが
危険区域の口コミを投稿 ②学校でデータの点検

④集約したデータを見える化 ③市・警察で統計データを
分析・二次利用
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